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Fig. 1. Cystscopy showed torose lesion at the dome
of bladder. There is no papillose change.
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Fig. 2. Computed tomography showed the tumor
with calcification oppressing bladder from
outside.
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A 65-year-old man presented to a clinic with a chief complaint of macrohematuria and frequent

urination. The computed tomographic scan and cystoscopy revealed a dome of bladder tumor. He was

referred to our hospital with the diagnosis of bladder tumor. He had undergone bilateral inguinal hernia

repair and magnetic resonance imaging suggested mesh plug migration on the urinary bladder inserted into

the right inguinal lesion 11 years previously. Under the diagnosis of mesh plug migration, partial

cystectomy with extraction of the foreign body was performed. After the surgery he was well and symptoms

had disappeared.

(Hinyokika Kiyo 64 : 63-66, 2018 DOI : 10.14989/ActaUrolJap_64_2_63)
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緒 言

鼠径ヘルニア根治術としてメッシュプラグ法は広く

普及しているが，合併症についてもさまざまな報告が

なされている．今回われわれは鼠径ヘルニア根治術後

にメッシュプラグが膀胱壁に迷入し，肉眼的血尿・頻

尿を来たした 1例を経験したので報告する．

症 例

患 者 : 65歳，男性

主 訴 : 頻尿，肉眼的血尿

家族歴 : 特記すべき事項なし

既往歴 : 右鼠径ヘルニア手術（1998年，Bacinni 法，

2001年に再手術メッシュプラグ法），左鼠径ヘルニア

手術（2005年，メッシュプラグ法）

現病歴 : 2012年 2月，肉眼的血尿および頻尿を主訴

に近医を受診した．CT および膀胱鏡で頂部に径 2 cm

大の腫瘤を認めたため，膀胱腫瘍が疑われた．2012年

3月，精査加療目的に当科紹介受診となった．

受診時検査所見 : 血液生化学検査では特に炎症所見

なく，尿沈渣でも明らかな異常を認めなかった．尿細

胞診は class II であった．

膀胱鏡所見 : 膀胱頂部に粘膜下腫瘤を疑うような隆

起性病変を認めた．粘膜表面は平滑で乳頭状変化は認

めなかった（Fig. 1）．

持参 CT 所見 : 膀胱壁に，壁外から圧迫する石灰化

を伴った腫瘤影を認めた（Fig. 2）．
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Fig. 3. Magnetic resonance imaging of the pelvis
showed heterogeneous lesion in front of
bladder (circle).
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Fig. 4. Cut surface of isolated preparation was
granulation tissue with the hernia mesh.

Table 1. Reported cases of mesh migration in the literature

著者 報告年
(年)

年齢
(歳) 性別 患側 期間

(年) 症状 症状発現から
診断まで

Hume1) 1996 42 男 左 4 無症候性血尿

Jensen2) 2004 77 男 7 尿路感染 6カ月

柴田3) 2004 59 男 右 10カ月 肉眼的血尿，尿閉，膀胱結石，ヘルニア再発 2カ月

Agrawal4) 2005 71 男 6 反復する尿路感染

Chowbey5) 2006 45 男 右 1 排膿，発熱 6カ月

江村6) 2009 67 男 右 5 下腹部痛，膀胱結石 5年

Hamouda7) 2010 67 男 右 12 反復する尿路感染，鼠径部腫脹，排尿時痛，無症候性血尿 4年

Bjurlin8) 2010 76 女 右 3 排膿，反復する尿路感染，尿意切迫，頻尿 1カ月

Novaretti9) 2012 68 男 右 20 反復する尿路感染 8カ月

自験例 65 男 右 11 血尿，頻尿 1カ月

期間 ; 鼠径ヘルニアの手術から症状発現までの期間

MRI 所見 : 膀胱腹側に内部不均一な 3 cm 大の腫瘤

影を認めた（Fig. 3）．左鼠径部には留置されたメッ

シュプラグを認めるが，右鼠径部にはメッシュプラグ

を認めず，膀胱腹側の腫瘤は左メッシュプラグと同程

度のモザイク状の信号を呈していた．

悪性腫瘍の除外のため経尿道的に膀胱粘膜生検を

行ったが，悪性所見を認めなかった．

以上より右鼠径ヘルニア手術時に留置したメッシュ

プラグが脱落し，膀胱壁外から迷入したと診断した．

頻尿の訴え強く，症状の軽減目的に異物除去術，膀胱

部分切除術を施行した．

異物肉芽腫は膀胱前壁，右骨盤壁，腹膜と癒着して

おり，膀胱壁をつける形で膀胱部分切除術を行い，肉

芽腫を摘出した．

摘除した異物の割面内部にメッシュプラグが確認出

来た（Fig. 4）．術後経過は良好で，排尿時痛などの自

覚症状は消失した．

考 察

鼠径ヘルニアの術後，メッシュプラグが膀胱迷入し

た報告は調べえた限りで自験例を含め10例1~9)を認め

た．年齢は42∼77歳で，性別は男性 9例，女性 1例で

あった．ヘルニア修復術後，症状を呈するまでの期間

は10カ月から20年にわたり中央値は 6年であった．主

訴では尿路感染が 5例と最も多く，肉眼的血尿は 4例

に認めた（Table 1）．

膀胱以外にはメッシュプラグが迷入したため，陰嚢

内に腫瘤形成したり，腹痛を起こしたり腸閉塞となっ

た報告がある4,10)．

症状発現から診断までに半年以上を要した報告を 5

例認めた（Table 1）．これは症状が非特異的であるこ

とに加え，稀な合併症であるため画像検査などでも診

断されないことが考えられる14)．

単純X線検査では限局性の不透明な領域として認

め，排泄性尿路造影では膀胱内の陰影欠損を認め

る4)．膀胱鏡の所見は炎症4,7)，隆起性病変5,7)や膀胱

内異物15)を認めることがあり，メッシュの存在自体
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が明らかになることもある4,14)．

メッシュプラグ迷入は症状が非特異的であり14)，

X線所見も不正確になりがちである14)ことから，診

断のためにはメッシュプラグ留置の既往に気付くこと

が重要となる7)．メッシュプラグの迷入が疑われた際

には CT や膀胱鏡が有用である14,15)．本症例では

MRI にてメッシュプラグ迷入が疑われている．

Agrawel ら4)によると，メッシュプラグが迷入する

までに 2つの異なる機序が働く．

1つ目の機序ではメッシュプラグの固定が不十分な

ことやメッシュを押し出そうとする外力で抵抗の少な

い付近の解剖学的空間へ排除される． 2つ目の機序は

異物反応により浸食が起こり，解剖学的平面を越えて

徐々に迷入する．これらの機序は固定方法やメッシュ

プラグの成分に大きく依存すると考えられている．

豚を用いた研究ではメッシュプラグをステープルで

固定するかフィブリン製剤で固着したところ，それぞ

れの方法と比べメッシュプラグを固定しなかった症例

ではメッシュプラグの移動が有意に多く認められた．

また，メッシュプラグと周囲組織の張力についても固

定しなかった症例で有意に低かったとの報告がされて

いる11,12)．

本症例では2001年に施行された右鼠径ヘルニア再発

に対するメッシュプラグ法では筋膜へ固定されておら

ず，2005年の左鼠径ヘルニアに対するメッシュプラグ

法では筋膜に固定されていた．

メッシュプラグ法による鼠径ヘルニア再発の頻度は

1％以下と報告されており13)，その一部でメッシュ

プラグの迷入が生じていると推測されるが，迷入の頻

度に関する報告はない．

本邦での膀胱に壁外から迷入した異物の報告として

は本症例のようなメッシュプラグのほか，骨盤内手術

に使用された縫合糸16,17)，骨盤内臓器脱に使用され

たメッシュ16)や人工血管18,19)，遺残ガーゼ20)，魚

骨21)など様々な異物が肉芽腫または結石を形成した

報告がある．いずれの報告でも経尿道的手術または開

腹手術にて摘除されており，手術不能例などの報告は

認めなかった．

結 語

膀胱壁外へのメッシュプラグ迷入の 1例を経験した

ので，若干の文献的考察を加えて報告した．本症例で

はメッシュプラグが筋膜に固定されていないことが一

因と考えられた．

本論文の要旨は第221回日本泌尿器科学会関西地方会で発

表した．
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